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呉ＹＷＣＡ会館・奥田家住宅が、国の登録有形文化財(建造物)へ 

 

 

 

 
 
 
１　答申予定の文化財建造物 

・呉ＹＷＣＡ会館（呉市幸町） 

・奥田家住宅主屋（安芸高田市向原町坂） 

・奥田家住宅土蔵（安芸高田市向原町坂） 

・奥田家住宅牛小屋（安芸高田市向原町坂） 

・奥田家住宅木小屋（安芸高田市向原町坂） 

・奥田家住宅門（安芸高田市向原町坂） 

２　今後の予定　 

答申の３～６か月後に、登録原簿に登録予定。 

３　文化財の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 名　　　称 建設年代等 構造、形式及び大きさ 登録基準
 

呉ＹＷＣＡ会館
昭和前期／昭和

53 年改修

木造二階建、鉄板葺 
建築面積 294 ㎡

一　国土の歴史的景観に

寄与しているもの

 特　徴　な　ど

 呉港東の高台に建つＹＷＣＡの会館。呉海軍工廠の被服倉庫を転用したと伝わる。敷地に合わせ

たＶ字平面で二階建・切妻造鉄板葺、外壁は下見板張。隅切部に縦長窓を開けて吹抜ホールとし、

踊場付階段で二階へ上る。二階床の合成梁など特徴的な構法を用い、角地に建つ洋風の外観が地域

のランドマーク的存在。地域の交流拠点として、教育・サークル活動の他、障害者のための音訳や

地域・子ども食堂等の地域貢献活動に使用されている。

令和７年７月 18 日（金）、国の文化審議会（会長 島谷弘幸）は、文部科学大臣に対し、次の文
しまたにひろゆき

化財を文化財保護法第 57 条の規定により文化財登録原簿に登録するよう、答申を行う予定です。

報道提供資料 
令和７年７月14日 

課　　名　文化財課 
担 当 者　文化財保護係長　佐伯　匡芳 
内　　線　5021 
直通電話　082-513-5021

呉ＹＷＣＡ会館（左：建物外観、右：２階ロビー）
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 名　　　称 建設年代等 構造、形式及び大きさ 登録基準
 

奥田家住宅主屋

明治 17年／昭和

30 年代・同 57 年

頃改修

木造二階建、瓦葺 
建築面積 299 ㎡

一　国土の歴史的景観に

寄与しているもの

 
奥田家住宅土蔵

明治後期 土蔵造二階建、瓦葺 
建築面積 74 ㎡

一　国土の歴史的景観に

寄与しているもの

 
奥田家住宅牛小屋

明治後期 木造平屋建、瓦葺 
建築面積 161 ㎡

一　国土の歴史的景観に

寄与しているもの

 
奥田家住宅木小屋

明治後期 木造平屋建、瓦葺  
建築面積 66 ㎡

一　国土の歴史的景観に

寄与しているもの

 
奥田家住宅門

明治後期 木造、瓦葺 
間口 2.7ｍ

一　国土の歴史的景観に

寄与しているもの

 特　徴　な　ど

 市域南東端の山間に位置する旧家の屋敷。敷地中央の主屋の東側に、土蔵、牛小屋、木小屋が配

され、南側に門を構える。主屋は二階建・片入母屋造で、南西の主座敷は床脇に五段の違棚を飾り、

部屋境の欄間彫刻など凝ったつくり。地域の豪農らしい大規模で良質な主屋。土蔵は家財蔵で、外

壁は漆喰塗仕上で三段の水切を廻らし、腰をモルタル洗出仕上。牛小屋は平屋建て切妻造り平入り

で、南側が作業場、北側が倉庫や牛小屋で上部に物置を設ける。木小屋は平屋建て切妻造り平入り

で、外壁中塗仕上とし、牛小屋と連なり豪農の屋敷景観を伝える。門は一間一戸の薬医門で東脇に

潜戸を設ける。乳金物など打った板戸を開き、風格ある表構えをつくる。

登録有形文化財（建造物）とは 
建築後 50 年を経過した歴史的建造物のうち、一定の評価を得たものを文化財として登録するもの

で、届出制という緩やかな規制を通じて保存が図られ、活用が促されています。 
＜登録基準＞ 
一　国土の歴史的景観に寄与しているもの 
二　造形の規範となっているもの 
三　再現することが容易でないもの

奥田家住宅（左：主屋、中：主屋主座敷、右：土蔵）

奥田家住宅（左：牛小屋、中：木小屋、右：門）
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